
審議会等委員の募集②
皆さんのご意見をお寄せください（パブリック
コメント）④～⑦
パブリックコメントに寄せられたご意見と考え
方（白鷹町庁舎等施設再配置計画（案））⑧
ときめき婚パス２０１３⑭
教育旅行民泊受入世帯を募集します⑭

☎

　　鬼は外！　　―２月１日　豆まき（あゆかい保育園）―
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各
審
議
会
等
に
共
通
す
る

　

 

応
募
資
格

◇
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

　

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

◇
原
則
と
し
て
、
年
間
複
数
回
開

　

催
さ
れ
る
会
議
な
ど
に
出
席
で

　

き
る
か
た
（
各
審
議
会
等
の
予

　

定
回
数
は
個
別
要
項
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。）

◇
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
こ
と

◇
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

(1)
納
税
等
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、

　

使
用
料
な
ど
を
含
む
）
の
義
務

　

を
果
た
し
て
い
る
こ
と

(2)
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

(3)
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
で
な

　

い
こ
と

(4)
成
年
被
後
見
人
、被
保
佐
人
、　

　

被
補
助
人
で
な
い
こ
と

(5)
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

　

  

任　

期

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

　
た
だ
し
、

②
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

　

議
会
は
平
成
25
年
５
月
１
日
〜

　

平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で

⑦
白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員

　

会
は
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
26
年
6
月
30
日
ま
で

　

  

各
審
議
会
等
の
役
割
と

　

  

応
募
資
格
な
ど

①
白
鷹
町
振
興
審
議
会

　

町
の
振
興
実
施
計
画
の
策
定
や

変
更
な
ど
の
審
議
、
計
画
の
実
施

に
関
し
て
必
要
な
調
査
な
ど
を
行

う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以
上

　

の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
〜
４
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

総
務
課
企
画
調
整

　

係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

②
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営

　

協
議
会

　

町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す

る
機
関
で
す
。
本
協
議
会
は
、
Ａ

被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
３
人
、

Ｂ
保
険
医
ま
た
は
保
険
薬
剤
師
を

代
表
す
る
委
員
３
人
、
Ｃ
公
益
を

代
表
す
る
委
員
３
人
の
計
９
人
で

組
織
さ
れ
、
募
集
対
象
は
Ａ
の
被

保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

　

者
で
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以

　

上
満
73
歳
未
満
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
〜
４
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

町
民
課
国
保
医
療

　

係
（
☎
85

－

６
１
３
０
）

③
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会

　

図
書
館
を
地
域
住
民
に
密
着
し

た
存
在
に
す
る
た
め
に
、
図
書
館

の
運
営
や
活
動
に
対
し
て
意
見
を

述
べ
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
20
歳
以
上

　

の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
〜
３
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
図
書

　

館
管
理
係（
☎
85

－

６
１
４
６
）

　

今
回
委
員
を
募
集
す
る
審
議
会
等
と
募
集
人
員

①
白
鷹
町
振
興
審
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
人

②
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　
　
　
　

３
人

③
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
人

④
白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会　
　
　
　
　
　
　
　

２
人

⑤
白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会　
　
　
　
　

２
人

⑥
白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会　
　
　
　
　
　
　
　

３
人

⑦
白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員
会　
　
　
　
　

２
人

“しらたか”をもっともっといい町に !!
まちづくりにあなたの声をおきかせください !!

　わたしたちが生活している町を住みよい町としていくために
は、わたしたち自らがまちづくりに参画して、みんなで知恵を
出し合いながら一つずつ行動に移していくことが必要です。
　その一つの方法として、協働のまちづくり条例では、町が設
置するさまざまな審議会等の委員を選任するにあたり、自ら参
画しようというかたの募集について定めています。
　各審議会等の役割は、まちづくりを進めていくための重要な
計画などについて、調査や審議をしながら、町に対し意見を述
べていくことです。



3　

④
白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会

　

都
市
計
画
道
路
、
都
市
公
園
、

下
水
道
な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議

を
行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
の
都
市
計
画
区

　

域
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
〜
２
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
都
市

　

計
画
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

⑤
白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審

　

議
会

　

下
水
道
事
業
に
係
る
受
益
者
負

担
金
と
分
担
金
、
使
用
料
な
ど
に

関
し
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関

で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
下
水
道
使
用
者
で
、
応
募

　

時
点
で
満
25
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
〜
２
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
下
水

　

道
係
（
☎
85

－
６
１
３
８
）

⑥
白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会

　

水
道
事
業
の
経
営
そ
の
他
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議

を
行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
水
道
使
用
者
で
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
数
回

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
水
道

　

係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

⑦
白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委

　

員
会

　　

病
院
事
業
管
理
者
の
諮
問
に
応

じ
、
病
院
事
業
等
の
運
営
に
関
し

て
審
議
す
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有

　

し
、
応
募
時
点
で
満
20
歳
以
上

　

の
か
た
で
、
病
院
事
業
等
の
経

　

営
に
関
心
を
お
持
ち
の
か
た

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
〜
３
回

　

程
度

▼
所
管
部
署　

町
立
病
院
事
務
局

（
☎
85

－
２
１
５
５
）

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
う
え
、
所
管
部
署
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用

　

紙
は
各
所
管
部
署
に
準
備
し
て

　

い
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　

３
月
４
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で

　

審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

■
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

(1)
各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非

　

常
勤
特
別
職
と
し
て
任
命
さ
れ

　

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
白
鷹
町

　

個
人
情
報
保
護
条
例
第
３
条
第

　

２
項
の
適
用
を
受
け
る
と
と
も

　

に
、
同
条
例
の
規
定
に
違
反
し

　

た
場
合
（
職
務
上
知
り
得
た
個

　

人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
な

　

ど
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
。

(2)
委
員
報
酬　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
額

　

の
報
酬
を
お
支
払
い
す
る
予
定

　

で
す
。

◇
白
鷹
町
振
興
審
議
会
、
白
鷹
町

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
、

　

白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会
、
白

　

鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
、

　

白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会
、
白

　

鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員
会

　

の
各
委
員
に
は
、
日
額
３
０
０

　

０
円
（
た
だ
し
、
会
議
時
間
が

　

４
時
間
を
越
え
た
場
合
は
日
額

　

６
０
０
０
円
）

◇
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
の
委
員

　

は
年
額
８
５
０
０
円

①
白
鷹
町
明
る
い
健
康
都
市
づ
く

り
推
進
会
議

　

地
域
実
情
に
即
し
た
保
健
・
医

療
・
福
祉
事
業
の
円
滑
な
推
進
を

目
的
と
し
て
、
各
種
事
業
計
画
を

具
体
化
し
て
い
く
た
め
に
ご
意
見

な
ど
を
い
た
だ
く
機
関
で
す
。

◆
募
集
人
員　

３
人

　

健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

年
２
〜
４
回
程
度
の
会
議
に
出
席

で
き
る
か
た

②
白
鷹
町
次
世
代
育
成
支
援
推
進

委
員
会

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
を
地
域
全
体
で
支
援
す
る
た
め

に
作
成
し
た
「
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
」
に
つ
い
て
円
滑
な
事

業
実
施
へ
の
提
言
を
い
た
だ
く
な

ど
、
行
動
計
画
の
推
進
を
図
る
機

関
で
す
。

◆
募
集
人
員　

２
人

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

育
成
支
援
等
に
関
心
が
あ
り
、
年

１
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る

か
た

●
応
募
資
格
は
２
㌻
「
各
審
議

会
等
に
共
通
す
る
応
募
資
格
」

に
準
じ
ま
す
。

●
任
期　

　
　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

●
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
健
康
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
め
切
り

　

３
月
４
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

●
選
考　

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で

審
査
の
う
え
、
選
考
し
ま
す
。

●
審
査
結
果　

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
委
員
報
酬　

　

日
額
３
０
０
０
円
（
た
だ
し
、

会
議
時
間
が
４
時
間
を
越
え
た
場

合
は
日
額
６
０
０
０
円
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

☎
86

－

０
２
１
２



4　

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
国
及

び
県
の
「
防
災
計
画
」
の
改
正
が

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
白
鷹
町
地

域
防
災
計
画
に
つ
い
て
も
見
直
し

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
に
中
間
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
全

文
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
公
民
館

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
、
皆
さ
ま
か
ら

の
御
意
見
を
受
け
、
町
の
防
災
会

議
に
お
い
て
決
定
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◎
意
見
募
集
期
間

２
月
25
日
（
月
）
ま
で
必
着

※
ご
意
見
は
、「
広
報
直
通
便
」
ま

　

た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載
の
「
意
見
提
出
様
式
」
に
必

　

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

　

な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

防
災
管
財
係

　

☎
85

－

６
１
２
２

　
　

85

－

２
１
２
８

「
白
鷹
町
地
域
防
災
計
画
」（
24

年
度
改
正
）
見
直
し
の
概
要

修
正
の
趣
旨
等

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
課
題

及
び
本
町
に
お
け
る
対
応
を
踏
ま

え
修
正
を
行
い
ま
す
。

〈
見
直
し
・
修
正
の
要
点
〉

①
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
状
況

　

を
踏
ま
え
た
見
直
し
・
修
正

②
国
・
県
の
防
災
計
画
の
修
正
内

　

容
の
反
映
及
び
各
種
防
災
対
策

　

の
推
進
に
伴
う
見
直
し
、　

修

　

正
③
そ
の
他
、
自
主
防
災
組
織
を
含

　

め
組
織
改
編
等
に
伴
う
修
正

④
原
子
力
災
害
対
策
の
追
加

１
．「
自
分
の
命
は
自
ら
守
る
」

「
減
災
意
識
の
醸
成
」

○
防
災
思
想
・
知
識
の
普
及
啓
発

の
推
進

（
一
般
町
民
向
け
）

◆
地
域
や
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

　

自
助
を
基
本
と
し
た
防
災
意
識

　

の
向
上

（
事
業
者
向
け
）

◆
地
域
と
の
連
携
、
協
力
体
制
の

　

強
化
を
追
加

２
．
情
報
収
集
、
伝
達
の
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
化
の
必
要
性
（
住
民
の
安

否
情
報
の
確
認
）

○
災
害
時
の
情
報
収
集
、
伝
達
体

制
の
整
備

◆
町
と
地
区
と
の
密
接
な
連
携
を

　

図
る
た
め
に
本
部
と
現
場
の
通

　

信
手
段
の
確
保

◆
各
地
域
や
避
難
所
に
お
け
る
通

　

信
連
絡
体
制
の
整
備

◆
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
緊
急
時
広

　

報
の
伝
達
手
段
に
追
加

３
．
行
政
機
能
が
失
わ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
対
策
の
必
要
性

○
業
務
継
続
の
た
め
の
体
制

◆
町
の
災
害
対
策
本
部
の
設
置
基

　

準
の
見
直
し

◆
体
制
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、

　

定
期
的
な
教
育
・
訓
練
・
点
検

　

等
の
実
施
、
体
制
の
見
直
し

◆
防
災
業
務
に
従
事
す
る
者
（
行

　

政
職
員
・
消
防
団
員
な
ど
）
の

　

安
全
確
保
（
消
防
団
条
例
の
見

　

直
し
）

４
．
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
婦

等
の
避
難
・
誘
導
の
必
要
性

○
高
齢
者
、
妊
婦
等
要
援
護
者
へ

の
避
難
、
誘
導
の
配
慮

◆
要
援
護
者
の
確
認
体
制
及
び
要

　

援
護
者
向
け
の「
福
祉
避
難
所
」

　

の
指
定
の
推
進

◆
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
体
制
の

　

整
備

◆
避
難
所
施
設
等
の
整
備

◆
地
域
の
自
主
防
災
組
織
、
施
設

　

の
自
衛
消
防
組
織
の
設
置
、
緊

　

急
受
入
体
制
の
整
備
、
非
常
用

　

電
源
の
整
備

５
．
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
食
料
・
物
資
の
調
達
や
配
送
体

制
の
確
保
の
必
要
性

◆
刻
々
と
変
わ
る
避
難
者
の
ニ
ー

　

ズ
を
把
握
し
、
必
要
と
さ
れ
て

　

い
る
物
資
を
調
達
す
る
等
の
配
慮

◆
高
齢
者
、
乳
幼
児
等
の
災
害
時

　

要
援
護
者
へ
の
配
慮

◆
避
難
所
に
来
な
い
で
個
別
に
生

　

活
し
て
い
る
避
難
者
へ
の
食
事

　

配
分
の
配
慮

◆
生
活
必
需
品
は
、
避
難
者
の
年

　

齢
、
性
別
、
サ
イ
ズ
等
を
考
慮

　

す
る
こ
と

６
．
避
難
生
活
が
長
期
化
し
た
場

合
や
、
女
性
へ
の
配
慮
の
必
要
性

○
避
難
所
生
活
環
境
へ
の
配
慮
、

心
の
ケ
ア
の
推
進

◆
男
女
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
に
配
慮

　

し
、
女
性
の
意
見
の
反
映

◆
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
民
間
住

　

宅
借
り
上
げ
を
追
加

７
．
電
源
喪
失
の
際
の
対
策
の
必

要
性

○
非
常
用
電
源
な
ど
の
配
備
に
よ

り
長
時
間
停
電
に
対
応

◆
各
施
設
に
お
け
る
非
常
用
電
源

　

の
配
備

８
．
大
規
模
災
害
に
お
け
る
広
域

支
援
の
必
要
性

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
義
援
物
資
の

受
入
体
制
の
整
備

◆
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部

　

の
役
割
を
記
載

◆
広
域
支
援
自
治
体
等
の
連
携
の

　

強
化

白
鷹
町
地
域
防
災
計
画
の
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

皆さんのご意見をお寄せください

FAX



5　

　

町
で
は
現
在
、「
白
鷹
町
地
域
情

報
化
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
計

画
（
案
）
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
計
画
（
案
）
の
全
文
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
公
民
館
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て

お
り
ま
す
。

　
◎
意
見
募
集
期
間

２
月
19
日
（
火
）
ま
で
必
着

※
ご
意
見
は
、「
広
報
直
通
便
」
ま

　

た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載
の
「
意
見
提
出
様
式
」
に
必

　

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

　

な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

情
報
係

　

☎
85

－

６
１
２
１

　
　

85

－

２
１
２
８

目
的

　

こ
の
計
画
は
、
情
報
通
信
技
術

が
急
速
に
発
展
す
る
中
、
こ
れ
か

ら
の
白
鷹
町
に
お
け
る
地
域
情
報

化
を
推
進
す
る
た
め
策
定
す
る
も

の
で
す
。

計
画
の
位
置
づ
け

　

第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
に
示

さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
地
域
情

報
化
の
今
後
の
展
開
を
示
す
た
め

の
基
本
計
画
と
な
り
ま
す
。

計
画
の
期
間

　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
す
。

地
域
情
報
化
の
現
状
と
課
題

　

白
鷹
町
で
は
、
平
成
12
年
度

に
、
地
域
情
報
化
推
進
の
拠
点
施

設
と
な
る
白
鷹
町
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
地
域
や
行
政
内

部
の
情
報
化
の
推
進
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

○
情
報
化
の
基
盤
整
備

◆
町
内
全
域
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信

網
が
整
備
済
み
で
す
。

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ

の
移
行
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

◆
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

プ
ロ
バ
イ
ダ
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

※
プ
ロ
バ
イ
ダ
事
業
に
つ
い
て

は
、
会
員
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

○
情
報
発
信
・
相
互
交
流

◆
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
情
報
発
信
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
等
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

※
充
実
し
た
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
す
。

○
各
分
野
に
お
け
る
情
報
化

◆
福
祉
・
医
療　

高
齢
者
の
見
守

り
と
し
て
、
地
域
生
活
あ
ん
し
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
置
賜
地
域
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
他
医
療
機
関
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
産
業
・
観
光　

生
産
者
や
事
業

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
情
報
発

信
を
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
や
観

光
協
会
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

お
い
て
も
情
報
発
信
を
し
て
い
ま

す
。

◆
教
育　

小
中
学
校
に
お
い
て
、

情
報
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
災
害
・
防
災　

災
害
時
緊
急
速

報
メ
ー
ル
の
配
信
、
衛
星
電
話
や

防
災
無
線
の
配
備
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

や
放
射
能
測
定
器
等
の
シ
ス
テ
ム

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
災
害
時
の
情
報
伝
達
の
手
段
に

つ
い
て
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
行
政
に
お
け
る
情
報
化

◆
公
共
施
設
間
を
結
ぶ
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
専
用
線
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
役
場
内
の
業
務
が
電
算
シ

ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
電
算
シ
ス
テ
ム
の
運
用
経
費
の

削
減
が
課
題
で
す
。

地
域
情
報
化
の
目
標
と
今
後
の
展
開

「
人
の
つ
な
が
り
」
と
「
情
報
通

信
技
術
」
の
相
互
作
用
に
よ
り
、

す
べ
て
の
人
が
つ
な
が
り
、
笑
顔

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
ま
す
。

○
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
地
域
情
報
化
の
推
進

◆
プ
ロ
バ
イ
ダ
事
業
は
、
今
後
、

指
定
管
理
者
の
独
自
事
業
や
民
間

事
業
者
に
よ
る
運
営
に
よ
り
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

◆
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
教
室
を
活
用
し
、
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

○
難
視
聴
区
域
の
解
消

◆
携
帯
電
話
や
ラ
ジ
オ
の
難
視
聴

区
域
の
解
消
に
つ
い
て
、
事
業

者
、
関
係
団
体
へ
の
改
善
要
望
を

行
い
ま
す
。

○
情
報
交
流
と
共
有

◆
広
報
紙
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
を
継
続
開
催
し
ま
す
。
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
る

情
報
伝
達
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
各
分
野
に
お
け
る
情
報
化

◆
福
祉
・
医
療　

地
域
生
活
あ
ん

し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
継
続

実
施
し
ま
す
。
置
賜
地
域
医
療
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
活

用
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
災
害
・
防
災　

災
害
時
に
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
一
斉
に
情

報
を
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
公

共
情
報
コ
モ
ン
ズ
」
の
導
入
検
討

を
行
い
ま
す
。（
災
害
・
防
災
に
関

す
る
情
報
通
信
に
つ
い
て
は
、
白

鷹
町
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
具

体
化
さ
れ
ま
す
。）

◆
産
業
・
観
光　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

◆
学
校
教
育　

引
き
続
き
、
情
報

通
信
機
器
が
整
備
さ
れ
た
環
境
の

中
で
、
情
報
教
育
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

○
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
導
入

◆
役
場
内
の
業
務
の
電
算
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
置
賜
３
市
４
町
で

共
通
の
電
算
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
導

入
し
、
運
用
経
費
の
削
減
と
業
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

白
鷹
町
地
域
情
報
化
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

皆さんのご意見をお寄せください

FAX
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第
２
次
白
鷹
町
環
境
基
本

計
画
（
案
）

計
画
策
定
の
趣
旨

　

こ
の
計
画
は
、
町
の
環
境
の
現

状
把
握
や
第
１
次
計
画
の
達
成
状

況
の
検
証
等
を
行
い
な
が
ら
、
第

５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
の
将
来
像

「
笑
顔
か
が
や
き
心
か
よ
う
美
し

い
ま
ち
」
を
、
環
境
と
い
う
側
面

か
ら
実
現
し
て
い
く
た
め
に
策
定

す
る
も
の
で
す
。

計
画
の
基
本
方
針

　

こ
の
計
画
の
基
本
方
針
を
次
の

と
お
り
と
し
、
基
本
方
針
ご
と
に

具
体
的
な
取
り
組
み
を
設
定
し
ま

す
。

（
１
）
お
い
し
い
空
気
、
清
ら
か

な
水
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環

境
を
守
り
ま
す

　

公
害
対
策
や
水
環
境
の
保
全
な

ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
悪
臭

対
策
や
河
川
の
水
質
調
査
な
ど
を

継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

（
２
）
低
炭
素
社
会
の
構
築
と
、

環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
を
進
め
ま
す

　

地
球
温
暖
化
対
策
及
び
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め

る「
白
鷹
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」

に
よ
り
、重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）
恵
み
豊
か
な
森
林
や
農
地

を
守
り
育
て
ま
す

　

森
林
・
農
地
の
保
全
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
地
産
地
消
に
努

め
、
森
林
・
農
地
の
有
効
活
用
を

視
野
に
入
れ
た
保
全
活
動
を
目
指

し
ま
す
。

（
４
）
歴
史
的
資
源
や
景
観
を
生

か
し
、
美
し
い
風
土
を
守
り
ま
す

　

町
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
や

景
観
の
保
全
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
古
典
桜
や
最
上
川
を
中
心
と

し
た
町
の
美
し
い
風
土
の
保
全
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

（
５
）
ご
み
を
減
ら
し
、
限
り
あ

る
資
源
を
大
切
に
使
い
ま
す

　

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
簡
易

包
装
や
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
な
ど
を

さ
ら
に
推
進
し
、
分
別
の
徹
底
、

資
源
回
収
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
な

ど
に
つ
い
て
啓
発
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

（
６
）
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
、

よ
り
良
い
環
境
を
創
り
ま
す

　

環
境
教
育
・
環
境
保
全
活
動
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
町
内
で
環

境
に
関
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い

る
団
体
や
町
民
が
情
報
を
交
換
し

合
う
こ
と
の
で
き
る
場
の
整
備
を

行
い
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
環

境
に
関
わ
る
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

計
画
の
推
進
方
策

　

本
計
画
で
は
、
計
画
の
実
施
主

体
を
町
民
・
事
業
者
・
行
政
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
、

お
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
計
画
推

進
の
た
め
に
行
動
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計

画
の
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

理
念
の
も
と
、
町
民
が
よ
り
積
極

的
に
環
境
活
動
に
関
わ
り
、
参
加

で
き
る
よ
う
な
基
盤
を
創
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

皆さんのご意見をお寄せください

「
第
２
次
白
鷹
町
環
境
基
本
計
画
（
案
）」
と

「
白
鷹
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
の

10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
２

次
白
鷹
町
環
境
基
本
計
画
及
び
白

鷹
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
環
境
審
議
会
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
、
環
境
基
本

計
画
策
定
懇
話
会
な
ど
で
ご
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
検
討
を
重

ね
、
こ
の
た
び
計
画
（
案
）
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
（
案
）
の
全
文
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
公
民
館
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

な
ど
を
受
け
て
、
今
後
、
環
境
審

議
会
に
諮
り
決
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
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白
鷹
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画（
案
）

計
画
策
定
の
趣
旨

　

こ
の
計
画
は
、
東
日
本
大
震
災

に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
政
策
の

見
直
し
や
近
年
深
刻
化
す
る
気
候

変
動
問
題
な
ど
の
社
会
的
な
背
景

を
踏
ま
え
、
町
の
地
域
特
性
を
活

か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
や
普
及
の
可
能
性
の
検
討
と

効
果
的
な
普
及
、
そ
し
て
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
行
う
た
め
の

基
本
的
施
策
を
定
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
方
向
性
を
示
す
た
め
に
策
定

す
る
も
の
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
推
進
の
基
本
理
念

　

第
5
次
白
鷹
町
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
ま
ち
の
将
来
像
の
も
と
、

町
民
す
べ
て
の
暮
ら
し
に
不
可
欠

な
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
方
向

か
ら
施
策
の
展
開
を
図
る
た
め
の

基
本
理
念
を
次
の
と
お
り
と
し
ま

す
。

「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
進
め

る
地
域
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用

〜
町
民
み
ん
な
で
再
エ
ネ
・
省
エ

ネ
生
活
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
〜

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
推
進
の
基
本
方
向

　

基
本
理
念
の
も
と
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
基
本
的
な
課

題
や
町
が
有
す
る
課
題
等
を
踏
ま

え
、
次
の
3
つ
の
視
点
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

（
１
）
町
の
地
域
特
性
と
町
民
・

地
域
の
力
を
活
か
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
実
現

（
２
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
に
よ
る
地
域
産
業
の
振
興
と

安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現

（
３
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

導
入
目
標

（
１
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
目
標

　

平
成
34
年
度
ま
で
に
、
平
成
22

年
度
の
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
お
お
よ
そ
３
％
を
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
代
替
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
ま
す
。

　

導
入
目
標
の
達
成
に
あ
た
っ
て

は
、
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

の
も
と
、
町
民
や
地
域
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
産
業
団
体
、
事
業
者
等
の
力

や
ア
イ
デ
ア
を
活
用
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

（
２
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減
目
標

　

県
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
削
減
目
標
で
あ

る
11
％
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
平
成

17
年
度
策
定
の
白
鷹
町
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
値
を
継
続

し
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

導
入
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
特
に
注
力
し
て
重
点
化
を
は
か
る
項

目
と
し
て
、「
重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
行

い
、
白
鷹
町
環
境
基
本
計
画
と
連
動
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
：
太
陽
光
発
電
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
：
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
：
小
水
力
発
電
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
：
普
及
啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◎
意
見
募
集
期
間

２
月
19
日
（
火
）
ま
で
必
着

※
ご
意
見
は
、「
広
報
直
通
便
」
ま

　

た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載
の
「
意
見
提
出
様
式
」
に
必

　

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

　

な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ

◇
環
境
基
本
計
画
に
関
す
る
こ
と

　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１　

ま
で

◇
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
関
す
る
こ
と

　

総
務
課　

企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３　

ま
で

　
　

85

－

２
１
２
８
（
共
通
）

FAX
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〈（
仮
称
）
防
災
セ
ン
タ
ー
と
あ

ゆ
ー
む
に
つ
い
て
〉

▼
意
見

　

「
あ
ゆ
ー
む
」
は
災
害
時
に
ど

の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
防
災

セ
ン
タ
ー
と
の
違
い
を
明
確
化
す

る
こ
と
は
可
能
か
。
一
時
避
難
場

所
と
し
て
「
あ
ゆ
ー
む
」
を
使
う

こ
と
な
ど
の
検
討
は
可
能
か
。

▼
考
え
方

　

現
在
も
「
あ
ゆ
ー
む
」
は
防
災

計
画
上
避
難
所
と
指
定
し
て
お
り

ま
す
。「
あ
ゆ
ー
む
」
と
の
連
携
、

詳
細
な
機
能
な
ど
は
、
現
在
策
定

中
の
「
白
鷹
町
地
域
防
災
計
画
」

の
な
か
で
十
分
に
検
討
し
、
整
理

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

〈
設
備
に
つ
い
て
〉

▼
意
見

　

災
害
時
の
た
め
の
備
蓄
品
等
の

保
管
、
自
家
発
電
等
も
考
え
た
施

設
に
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

▼
考
え
方

　

災
害
時
の
避
難
所
の
指
定
、
備

蓄
品
保
管
庫
、
自
家
発
電
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
大
変
重
要
な
視
点

で
あ
り
ま
す
の
で
、「
白
鷹
町
地
域

防
災
計
画
」
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
今
後
の
建
設
段
階
で
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

〈
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
〉

▼
意
見

　

環
境
へ
の
配
慮
や
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
グ
リ
ー
ン
庁
舎

の
実
現
に
対
す
る
取
組
み
は
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
。

▼
考
え
方

　

今
後
の
公
共
施
設
の
整
備
に
お

い
て
、
災
害
時
の
対
応
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
一
環
と
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
は
必

ず
視
野
に
入
れ
て
い
く
べ
き
項
目

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

〈
導
線
に
つ
い
て
〉

▼
意
見

　

バ
ス
や
車
い
す
駐
車
場
、
車
回

し
な
ど
の
導
線
計
画
も
含
め
た
配

置
計
画
の
検
討
は
可
能
か
。

▼
考
え
方

　

安
全
に
配
慮
し
た
交
通
導
線
の

設
定
や
、
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
は
十
分
配
慮
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〈
木
材
利
用
に
つ
い
て
〉

▼
意
見

　

「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
」
と

あ
り
ま
す
が
、「
木
造
」
で
、
使
用

す
る
木
材
は
海
外
か
ら
の
輸
入
材

で
は
な
く
、
県
産
材
、
で
き
れ
ば

白
鷹
町
産
の
木
材
に
し
て
い
た
だ

く
と
、
環
境
面
で
負
荷
が
少
な
い

建
物
に
な
り
、
地
域
の
資
源
を
活

用
し
た
も
の
で
、
地
域
の
活
性
化

も
図
れ
る
建
物
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

▼
考
え
方

　

木
材
利
用
は
、
今
後
の
公
共
施

設
の
整
備
に
関
し
重
要
な
視
点
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
の
建

設
段
階
で
、
耐
火
性
、
構
造
、
費

用
等
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〈
避
難
所
の
耐
震
化
に
つ
い
て
〉

▼
意
見

　

中
央
的
存
在
の
防
災
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
前
に
、
各
地
区
の
避

難
所
等
の
耐
震
を
含
め
て
防
災
網

の
整
備
が
先
か
と
思
う
。

▼
考
え
方

　

各
地
区
の
避
難
所
等
の
耐
震
を

含
め
た
整
備
は
、
今
後
「
白
鷹
町

地
域
防
災
計
画
」
を
も
と
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
災
害
時
の
対
策

本
部
と
し
て
（
仮
称
）
防
災
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

〈
位
置
に
つ
い
て
〉

▼
意
見

　

町
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
現
在

の
場
所
よ
り
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
た
く
さ
ん
と
り
か
つ
小
中
学
生

の
利
用
を
考
え
る
と
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
沿
線
に
あ
る
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。

▼
考
え
方

　

今
回
の
計
画
は
、
現
在
の
敷
地

内
で
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
各

施
設
の
概
要
を
示
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

広
報
し
ら
た
か
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施
し
た
「
白
鷹
町
庁
舎

等
施
設
再
配
置
計
画
（
案
）」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
と
ご
意
見
に
対
す

る
考
え
方
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調
整
係　

☎
85

－

６
１
２
３

〈
コ
ン
セ
プ
ト
及
び
配
置
図
の
提
案
〉

▼
意
見

「
質
実
剛
健
」 

　

私
た
ち
が
、
長
く
忘
れ
て
い
た

人
々
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
美

徳
を
取
り
戻
す
基
本
骨
子
と
位
置

づ
け
た
い
。 

　

循
環
型
社
会
、
来
る
べ
き
地
域

主
権
時
代
に
対
応
で
き
、
人
と
環

境
に
や
さ
し
い
質
実
剛
健
な
行
政

拠
点
施
設
の
整
備
。 

▼
考
え
方　

　

ご
提
案
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
仮
称
）
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
災
害
時
の
拠
点
と
な

る
こ
と
を
考
慮
し
、
現
在
は
分
署

と
隣
接
し
た
配
置
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
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－

豪
雪
対
策
連
絡
会
議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

－

○
除
雪
作
業
車
と
す
れ
違
う
場
合

　

は
手
前
で
停
止
し
、
除
雪
車
が

　

退
避
し
た
ら
進
む
よ
う
に
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
除
雪
の
妨
げ
に
な
る
路
上
駐
車

　

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
早
め
に
行

　

い
、
ハ
シ
ゴ
を
固
定
し
転
落
防

　

止
に
努
め
、
複
数
で
作
業
を
行

　

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
の
消
火
活
動
が
迅
速
に
行

　

わ
れ
る
よ
う
、
地
域
で
消
火
栓

　

や
防
火
水
槽
の
除
雪
に
取
り
組

　

ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
火
災

　

発
生
時
の
避
難
路
の
確
保
に
努

　

め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

　

ま
す
。

○
落
雪
な
ど
で
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か

　

ら
の
灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
身
体

　

障
が
い
者
の
世
帯
に
は
特
に
配

　

慮
し
、
お
互
い
助
け
合
う
よ
う

　

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
に
は
、
通
園
・
通
学
時

　

の
転
倒
や
、
側
溝
な
ど
の
危
険

　

個
所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
指

　

導
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
歩
道
に

　

張
り
出
し
て
い
る
屋
根
の
つ
ら

　

ら
は
速
や
か
に
撤
去
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
農
業
施
設
被
害
防
止
の
た
め
果

　

樹
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
除
雪

　

は
早
め
に
行
い
、
枝
折
れ
や
倒

　

壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
傾
斜
地
で
は
、
表
層
雪
崩
な
ど

　

の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
十
分
注

　

意
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歩

　

行
者
の
そ
ば
を
通
る
と
き
は
、

　

減
速
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て

　

い
ま
す
。
出
入
り
口
や
交
差
点

　

で
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
年
寄
り
な
ど
の
見
守
り

　

民
生
児
童
委
員
に
お
願
い
し
、

お
年
寄
り
・
障
が
い
者
な
ど
の
見

守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
空
き
家
対
策

　

空
き
家
（
入
院
な
ど
に
よ
る
一

時
空
き
家
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
や
関
係
者
と
連
絡
を
と
り
、

親
戚
な
ど
の
協
力
を
得
て
雪
下
ろ

し
が
で
き
る
よ
う
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
１
月
中
旬
以
降
断

続
的
に
降
雪
と
低
温
の
状
況
が
続

き
、
１
月
28
日
現
在
で
積
雪
が
山

口
地
区
で
１
４
０
㌢
、
西
田
尻
地

区
で
１
３
０
㌢
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
除
雪

作
業
中
の
人
的
事
故
が
２
件
、
除

雪
機
の
火
災
が
１
件
と
い
っ
た
事

案
が
発
生
し
て
お
り
、
今
後
の
降

雪
次
第
で
は
、
さ
ら
に
被
害
が
で

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
情
報
収
集
並
び
に
関

係
機
関
等
と
の
連
絡
体
制
を
強
化

し
豪
雪
対
応
に
あ
た
る
た
め
に
、

豪
雪
対
策
連
絡
会
議
を
設
置
い
た

し
ま
し
た
。

12月26日 １月15日 １月28日
西高玉 65 90 105
西田尻 85 110 130
山　口 85 120 140
深　山 55 95 100
畔　藤 15 50 70
大　瀬 50 80 80
高　岡 34 59 63
中　山 56 85 90
荒　砥 20 48 49
細　野 54 80 91

作
業
の
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

雪
下
ろ
し
10
カ
条

●
作
業
は
家
族
や
と
な
り
近
所
に

も
声
を
か
け
２
人
以
上
で
！

●
低
い
屋
根
で
も
油
断
は
禁
物
！

●
建
物
の
ま
わ
り
に
雪
を
残
し
て

雪
下
ろ
し
！

●
作
業
開
始
直
後
と
疲
れ
た
こ
ろ

に
は
特
に
慎
重
に
！

●
晴
れ
の
日
ほ
ど
屋
根
の
雪
が
ゆ

る
ん
で
い
る
の
で
要
注
意
！

●
忘
れ
ず
に
！
命
綱
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
！

●
は
し
ご
の
固
定
を
忘
れ
ず
に
！

●
軒
先
な
ど
屋
根
か
ら
の
落
雪
に

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

●
除
雪
機
の
雪
詰
ま
り
は
エ
ン
ジ

ン
を
切
っ
て
か
ら
！

●
い
つ
で
も
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
、

携
帯
電
話
は
忘
れ
ず
に
！

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
☎
85

－

６
１
２
２

○
除
雪
関
連

　

建
設
水
道
課
☎
85

－

６
１
４
２

○
農
業
施
設
関
連

　

産
業
振
興
課
☎
85

－

６
１
２
７

○
雪
下
ろ
し
助
成

　

健
康
福
祉
課
☎
86

－

０
１
１
１

積雪量の推移　　　　　　　　単位：cm
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　１月13日、町内各地でヤハハエロが行
われました。菖蒲地区では、町内でも珍し
い風習があり、ヤハハエロに縄でつくった
ブランコの様な腰かけを作り、15歳の子
どもが乗り、まわりの子ども達と協力し、
手に持った綱で、大人たちが火をつけにく
るのを阻止する、というものです。約15
分程の攻防が行われましたが、とうとうヤ
ハハエロに火がつき今年の無病息災、五
穀豊穣を祈りました。

　1月17日、東中学校で、24日、西中学
校でそれぞれ受験をひかえている中学３年
生にあゆ茶屋から鮎の塩焼き「勝ちどきア
ユ」が贈られました。鮎の語源の一つとし
て、鮎を釣って戦の勝敗を占っていたな
どがあり、吉兆の魚として、縁起をかつ
ぎ、毎年この時期の給食にいただいていま
す。受験という大事な戦いの前に、気合い
を入れなおして、頑張れ、受験生！

　１月26日の、「文化財防火デー」に、鮎
貝八幡宮で防火祈願祭、27日には深山観
音堂で文化財防火訓練が行われました。深
山観音堂での防火訓練では、深山観音堂自
衛消防隊、消防団、白鷹分署が協力し、火
災を想定した訓練が行なわれ、消火設備を
使用し放水しました。こうした訓練が、い
ざというときの被害を最小限に食い止める
ことでしょう。

　２月３日、山峡の里交流広場で十王雪ま
つりが行われました。十王各地区と貝生地
区の「貝の会」、中山地区の「鷹舞会」、荒
砥高校生らが参加して行われた雑煮鍋合戦
では工夫を凝らした９つの味が競い、投票
の結果、十王３，９町内の「麻婆（まぁぼ
お）っとしてねであがれ」　が優勝しました。
また、冬の夜空に花火が上がり、厳しい冬
を楽しむイベントとなりました。

●
白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

　

１
月
11
日
、
白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
芳
賀
康
雄
会
長
）
様
よ

り
、
町
に
対
し
て
現
金
（
５
万

円
）
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
共
栄
建
運
（
株
）
様

　

１
月
25
日
、
26
日
、
除
雪
の
困

難
な
高
齢
者
宅
２
軒
の
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す
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■
特
別
功
労
賞

○
芳
賀
康
雄
さ
ん

（
町
体
育
協
会
会
長
、
町
陸
上
競

技
協
会
会
長
）

■
功
労
賞

○
鈴
木　

敏
之
さ
ん

（
町
体
育
協
会
副
会
長
、
鮎
貝
地

区
社
会
体
育
振
興
会
会
長
）

○
守
谷　

章
子
さ
ん

（
町
体
育
協
会
副
理
事
長
、
荒
砥

地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
会
長
）

○
小
林　

高
行
さ
ん

（
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
長
）

■
指
導
功
績
賞

○
布
川　

健
一
さ
ん
（
野
球
）

○
吉
村　

正
人
さ
ん
（
陸
上
）

■
殊
勲
賞

○
児
玉　

聡
太
さ
ん

○
酒
井　

駿
吾
さ
ん

○
五
十
嵐
凌
平
さ
ん

○
船
山
寿
希
也
さ
ん

○
髙
橋　

尚
貴
さ
ん

○
田
苗　

遼
平
さ
ん

（
以
上
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
南
陽
高
）

○
新
野　

由
佳
さ
ん
（
空
手
道
／

　

天
童
高
）

○
迎
田　

志
乃
さ
ん
（
フ
ェ
ン
シ

　

ン
グ
／
米
沢
東
高
）

○
髙
橋　

美
緒
さ
ん
（
バ
ス
ケ
ッ

　

ト
ボ
ー
ル
／
山
形
商
業
高
）

○
村
上　

駿
斗
さ
ん
（
バ
ス
ケ
ッ

　

ト
ボ
ー
ル
／
山
形
南
高
）

○
紺
野　

蒼
天
さ
ん
（
水
泳
／
東

　

中
）

○
樋
口　

勝
利
さ
ん
（
陸
上
）

○
中
村　
　

真
さ
ん
（
ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
）

○
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
ソ
フ
ト
ボ
ー

　

ル
）

■
栄
光
賞

○
長
谷
部　

亮
さ
ん
（
ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
）

○
金
田　

日
菜
子
さ
ん
（
剣
道
／

　

西
中
）

○
青
木　

順
一
さ
ん

○
安
部　

貴
洸
さ
ん

○
加
藤　

南
斗
さ
ん

○
齋
藤　

祐
介
さ
ん

○
安
部　

怜
児
さ
ん

（
以
上
、
水
泳
／
東
中
）

　

１
月
12
日
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
体

育
協
会
の
表
彰
式
で
は
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
か
た
や
、
県
大
会
や
全
国
大

会
で
活
躍
さ
れ
た
か
た
の
功
績
に

対
し
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
20
日
、
パ
レ
ス
松
風
で
町
芸
術
文
化
協
会
の
新
春
の
つ
ど
い
が
開

催
さ
れ
、
会
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
報
告
に
引
き
続
き
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
か
た
が
た
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
式
典
後
は
、
会
員
同
志
の
交
流
会
が
あ
り
、
互
い
の
活
動
や
こ
れ
か

ら
の
抱
負
な
ど
の
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

■
芸
術
文
化
賞

○
齋
藤　

良
子
さ
ん

（
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
木
曜
会
）

○
白
鷹
俳
句
会
「
ま
ん
さ
く
」

■
奨
励
賞

○
髙
山　

サ
ダ
さ
ん

（
白
鷹
吟
友
会
）

○
芳
賀　

由
紀
さ
ん

（
江
戸
千
家
荒
砥
会
・
観
世
流 

英
（
は
な
ぶ
さ
）
会
）

　

髙
山
サ
ダ
さ
ん
は
所
用
に
よ
り

欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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１
月
20
日
、
深
山
和
紙
セ
ン
タ
ー
で
「
楮
ふ
か

し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
つ
の
束
に
分
け
ら
れ
た
約
８
０
０
㌔
の
和
紙

の
原
料
と
な
る
楮
を
、
早
朝
５
時
か
ら
約
３
時
間

ず
つ
、
３
回
に
分
け
て
ふ
か
し
ま
し
た
。
楮
の
上

に
か
ぶ
せ
ら
れ
た
大
き
な
桶
が
吊
り
あ
げ
ら
れ
る

と
湯
気
で
辺
り
は
真
っ
白
に
。
す
ぐ
に
冷
水
に
つ

け
て
冷
や
し
、
一
本
ず
つ
皮
を
は
ぐ
「
楮
は
ぎ
」

の
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
は
い
だ
皮
を
干
し

て
乾
燥
さ
せ
る
「
黒
皮
干
し
」
の
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
深
山
和
紙
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の

ほ
か
に
東
北
芸
術
工
科
大
の
学
生
ら
も
作
業
に
加

わ
り
ま
し
た
。

４
０
０
年
の
伝
統

深
山
和
紙
「
楮
（
こ
う
ぞ
）
ふ
か
し
」

　

2
月
１
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、
あ
ゆ
か
い
保
育
園
で
閉
園

記
念
の
作
品
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
11
月
の
閉
園
記
念
事
業
で

制
作
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
ほ
か
、
園
児
の
絵
や
工
作

が
い
ろ
と
り
ど
り
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
作
品
の
一
部
は
、
2
月

26
日
ま
で
、
鮎
貝
地
区
公
民
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
覧
く
だ
さ
い
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
は
「
さ
く
ら
の
保
育
園
」
に
飾
ら
れ
る
予
定
で
す
。
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さん（畔藤） さん（萩野）

さん（山口）

　今年100歳（数え年）を迎えられる６人のかたがた（大正３年生まれ）に、
町からお祝いの打出の小づちと祝い金が贈られました。
　ご長寿の秘訣は、何でも食べること、楽しみをもって毎日を過ごすことと皆
さんお話ししてくださいました。これからも明るく元気でお過ごしください。

さん（箕和田）

さん（萩野） さん（浅立）

年100歳（数え年）を迎えられる６人のかたがた（大正３年

いつまでもお元気で

１００歳を迎えられる皆さんです１０１０祝

先
場
所
に
続
き

　
　
　
６
勝
１
敗
の
好
成
績

大
相
撲
一
月
場
所

（
１
月
13
日
〜
27
日
）

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

取組 星取 決まり手
１日目 ○ 押し出し
４日目 ○ 押し倒し
５日目 ○ 押し出し
８日目 ○ 押し出し
９日目 ○ 浴せ倒し
11日目 ● 寄り切り
14日目 ○ 寄り切り
序二段東31枚目　６勝１敗

白鷹山星取表

　

復
帰
２
場
所
目
。
十
一
月
場
所

の
好
成
績
の
勢
い
の
ま
ま
に
５
連

勝
し
、
一
月
場
所
も
６
勝
１
敗
の

成
績
で
し
た
。
気
に
な
る
膝
も
完

治
の
よ
う
で
す
。
元
気
な
白
鷹
山

の
コ
メ
ン
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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〜
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
体
験
を
お
手
伝
い
〜

　　

白
鷹
町
で
は
、
平
成
21
年
よ
り
首
都
圏
や
仙
台
市
内
か
ら
学
校
授
業

の
一
環
と
し
て
来
町
す
る
児
童
生
徒
の
農
作
業
体
験
を
中
心
と
し
た
田

舎
暮
ら
し
宿
泊
体
験
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
数
は
毎
年
約

２
０
０
人
。
自
然
豊
か
な
白
鷹
町
で
、
地
元
の
人
と
の
触
れ
合
い
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
し
ま
す
。

　

受
入
は
、
白
鷹
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
中
心
に
行
わ
れ
、
受

入
世
帯
に
は
３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
が
１
泊
し
ま
す
。
一
般
的
に
は
、

朝
、
白
鷹
町
に
到
着
し
対
面
式
、
昼
間
は
春
に
は
野
菜
苗
の
植
え
付
け

や
田
植
え
、
秋
に
は
芋
掘
り
や
稲
刈
り
、
草
取
り
や
山
歩
き
な
ど
主
に

農
作
業
や
自
然
を
体
験
し
、
お
風
呂
は
パ
レ
ス
松
風
へ
、
夜
に
は
各
受

入
世
帯
の
お
宅
で
夕
食
を
食
べ
就
寝
。
翌
朝
に
は
朝
食
の
後
、
お
別
れ

式
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
民
泊
を
受
入
し
て
い
た
だ
け
る
お
宅
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
担
当
が
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
対　
　

象　

小
・
中
学
生
３
〜
４

人
の
１
泊
及
び
食
事
提
供
が
可
能
な

世
帯

●
受
入
時
期　

 
５
・
６
・
９
月
（
予
定
）

●
体
験
内
容　

主
に
農
作
業
や
自
然

体
験
等

●
謝　
　

礼　

 

協
議
会
協
定
料
金

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
事
務
局
（
観
光
協
会
☎

86

－

０
０
８
６
又
は
産
業
振
興
課
観

光
交
流
係
☎
85

－

６
１
２
６
）

を
募
集
し
ま
す

区　分
１月24日（木）～３０日（水）

放射性ヨウ素 放射性セシウム

こぐわ保育園 不検出 不検出

あゆかい保育園 不検出 不検出

ひがしね保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

０
・
４
７
〜
０
・
９
４
Ｂ
ｑ
（
ベ
ク

レ
ル
）
／
㎏
以
下

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
86

－

０
２
１
２

♥い　つ　３月９日（土）　午後5時～７時
　　　　（午後4時４０分より受付開始）
♥どこで　パレス松風　コンベンションホール
♥対象者　20歳以上の独身男女
♥参加者　男性15人、女性15人
♥内　容　自己紹介、ゲーム、フリートーク、メッセ
　ージカード記入
♥特　典　女性参加者へのプレゼントがあります。
♥会　費　男性4,500円　女性3,000円
※宿泊をご希望のかたはプラス3,000円（素泊まり）

♥募集締切　2月28日（木）

♥募集方法　
　　事務局へお電話いただいた後、指定申込用紙　
　をお送りしますので、記入していただき、会費　
　を添えて事務局へ申し込んでください。
♥当日、午後3時から男性向け婚活セミナー ｢おと
　こん塾 ｣を行います。当日ときめき婚パスに参加
　される男性対象のセミナーとなります。
（午後2時45分より受付を行います）

■申込・問い合わせ
しらたか de 婚活実行委員会事務局（産業振興課内）　
☎85－6136　

～出会いの春　心ときめく出会いをあなたに～
春は出会いの季節です。イベントに参加して新しい出会いをみつけませんか？
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置
賜
地
方
に
は
、
米
沢
藩
の
藩
士
が
江
戸
勤
め
を
終
え
て
戻
っ
て
く

る
際
に
買
い
求
め
た
、
ま
た
は
最
上
川
舟
運
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

お
雛
様
が
な
ど
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
雛
様
を
置
賜
の

各
地
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
「
山
形
お
き
た
ま
雛
回
廊
」
が
今
年
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
白
鷹
町
で
は
、「
荒
砥
駅
資
料
館
」
と
「
あ
ゆ
茶
屋
」
が

参
加
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
荒
砥
駅
資
料
館

　

お
椀
や
お
皿
に
の
せ
、
お
膳
に
並
べ
た
数
々
の
可
愛
ら
し
い
お
雛
様

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
展
示
期
間　

４
月
下
旬
ま
で

○
あ
ゆ
茶
屋

　

享
保
雛
の
可
憐
で
繊
細
な
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
深
山
和
紙
の
雛
人
形
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

▼
展
示
期
間　

３
月
31
日
（
日
）
ま
で

山
形
お
き
た
ま
雛ひ
な

回
廊

　

平
成
26
年
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
開
催
す
る
全
国
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。
全
国
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
素
敵
な
名
前
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切

　

２
月
28
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

◆
最
優
秀
賞　

１
点　
　

　

賞
品　

山
形
県
内
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
（
３
万
円
相
当
）

　

全
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
山
形
県
産
米
「
つ
や
姫
」

2
㎏
を
進
呈
し
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協

議
会
事
務
局
（
山
形
県
観
光
交
流
課
内
）

〒
９
９
０

－

８
５
７
０　

山
形
県
山
形
市
松
波
２
丁
目
８

－

１

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
９
１
１

【 

Ｈ
Ｐ 

】　http://yam
agatakanko.com

/

　わかりやすく親しみやすい、山形県のカ
タチ「人の顔」をモチーフに、山形を訪れ
る人、山形に住んでいる人の「ほのぼのと
した姿」をキャラクターにしました。
　さくらんぼのブローチの付いた麦わら帽
子をかぶり、「ペロリン」マークの付いた
「おいしい山形」がぎっしり詰まった旅行
バッグを持って、山形の夏の旅を楽しんで
います。

こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
愛
称
」
を
募
集
し
ま
す

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
度
の
町
県
民
税
・
固

定
資
産
税
（
１
〜
４
期
）、
軽
自

動
車
税
（
１
期
）
及
び
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
介
護
保
険
料
（
１
〜
７
期
）

は
、
す
で
に
納
期
限
が
過
ぎ
て
い

ま
す
。

●
納
期
限
を
一
定
期
間
以
上
経
過

し
ま
す
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

が
発
生
し
、
さ
ら
に
納
付
額
が
増

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
持
ち
の
納
付
書
を
再
度
ご

確
認
の
う
え
、
納
期
限
が
過
ぎ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

早
め
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
状
況
が
わ
か
ら
な

い
場
合
や
納
付
書
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
町
税
等
が
納
期
限
を
過
ぎ
て
未

　

納
の
状
態
に
な
り
ま
す
と
、
予

　

告
な
く
滞
納
処
分（
差
押
え
等
）

　

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課　

　

収
納
係
（
☎
85

－

６
１
０
６
）
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ま
だ
ま
だ
続
く
、
冬
道
の
交

通
事
故
防
止
！

●
地
吹
雪
や
濃
霧
な
ど
の
悪
天
候

や
視
界
不
良
時
は
昼
間
点
灯
を
積

極
的
に
！

●
薄
暗
く
な
り
始
め
た
と
感
じ
た
ら
、

早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
を
！

・
相
手
に
早
く
気
づ
か
せ
安
全
に

走
行
。

●
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
、
早
め
に
減

速
し
て
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

・
カ
ー
ブ
に
さ
し
か
か
る
前
や
、

赤
信
号
で
停
止
す
る
と
き
な
ど
に

は
、
早
め
に
減
速
。

●
道
路
の
部
分
凍
結
と
濡
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
路
面
で
も
凍
結

警
戒
！

・「
凍
結
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
」
の
気
持
ち
を
持
っ
て
油
断
し

な
い
。

●
「
急
」
の
つ
く
操
作
は
禁
物
。

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
う
か
も
し

れ
な
い
「
急
発
進
」「
急
ハ
ン
ド

ル
」「
急
ブ
レ
ー
キ
」
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

◎
１
月
16
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で

行
わ
れ
た
「
第
53
回
交
通
安
全
国

民
運
動
中
央
大
会
」
に
お
い
て
、

次
の
か
た
が
た
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銀
章
」

　
　

菅　

辰
郎　

氏

交
通
安
全
優
良
事
業
所

　
　

株
式
会
社　

鈴
木
工
務
店

　　

交
通
安
全
普
及
活
動
及
び
徹
底
し

た
交
通
安
全
対
策
の
取
り
組
み
に
ご

尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
に
よ
り
こ
の

た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

内
容

　

過
去
に
「
未
公
開
株
」
や
「
社

債
」「
外
国
通
貨
」
な
ど
の
被
害

に
遭
っ
た
方
宛
て
に
、「
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
か
ら
大
切
な
お
知
ら
せ
」

と
書
か
れ
た
書
面
が
送
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
封
筒

に
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
と
実
際
の
住
所
が
書
か

れ
て
お
り
、
電
話
番
号
だ
け
が
偽

物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

を
か
た
る
電
話
に
ご
注
意
」
な
ど

と
記
載
し
て
、
書
面
が
信
頼
で
き

る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
、

「
未
公
開
株
の
被
害
を
調
査
し

て
い
る
」
な
ど
の
不
審
な
電
話

が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
、
書
面
に

書
か
れ
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
で

は
な
い
ニ
セ
の
番
号
）
に
電
話
を

す
る
よ
う
に
誘
導
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

vol.32

ア
ド
バ
イ
ス

　

「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
大

切
な
お
知
ら
せ
」
と
題
す
る
書
面

は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
作
成

・
郵
送
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

が
当
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た
こ
と

の
な
い
人
に
「
被
害
を
取
り
戻
せ

ま
す
」「
被
害
の
実
態
調
査
を
し

て
い
ま
す
」「(

特
定
の
事
業
者

に
つ
い
て)

信
用
で
き
ま
す
」
な

ど
と
電
話
を
し
た
り
書
面
を
送
っ

た
り
す
る
こ
と
も
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

書
面
に
書
か
れ
た
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
に
電
話
を
す
る
と
、
新
た
に

未
公
開
株
の
購
入
な
ど
を
勧
め
ら

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

絶
対
に
電
話
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
書
面
が
届
い
た
人
に
は
、
今

後
も
同
様
の
書
面
や
電
話
が
来
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

注
意
！
振
り
込
め
詐
欺
は
年

金
支
給
月
に
多
い
！

◆
最
近
こ
ん
な
勧
誘
が
あ
り
ま
す
。

ご
用
心
！

・
仏
像
等
の
高
価
買
取

・
外
国
通
貨
両
替
（
コ
ン
ゴ
・
シ

リ
ア
・
イ
エ
メ
ン
通
貨
等
）

・
太
陽
光
・
風
力
発
電
会
社
等
へ

の
出
資
・
社
債
購
入

・
現
金
を
送
付
（
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

等
利
用
）
さ
せ
る
手
口

◆
振
り
込
む
前
に
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
！

○
「
う
ま
い
話
」
に
注
意
！

・
知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
や

郵
便
に
よ
る
「
未
公
開
株
・
社
債
」

の
勧
誘
は
詐
欺
の
可
能
性
大
。

○
振
り
込
み
や
送
金
の
前
に
、
ま

ず
相
談
。

・
一
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
友

人
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
電
話
か
ら　

聞
こ
え
る
声
は　

　

顔
が
な
い
」

（
平
成
24
年
度　

長
井
地
区
防
犯

標
語
コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
生
の
部

入
選
作
品
）

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係　
　
　

　
　
　
　

          

☎
85

－

６
１
３
１

　

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

　

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

　

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６
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二
月
二
十
五

三
月
二
十
五
日

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

「
長
井
工
業
高
校
と
の
合
同
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

    　
　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
長
井
工
業
高
校
と
の
キ
ャ
ン
パ
ス
制
の
制
度
を

先
取
り
し
て
、
12
月
21
日(

金)

に
両
校
の
新
生
徒
会
執
行
部
の
生
徒

が
東
北
芸
術
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
を
訪
問
し
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井

線
活
性
化
に
向
け
て
の
合
同
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
荒
砥
高
校
は
、
総
合
学
科
の
開
設
に
加
え
長
井
工
業
高
校

と
の
キ
ャ
ン
パ
ス
制
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
よ
り
魅
力
的
な
学
校
へ

と
生
ま
れ
変
わ
る
べ
く
現
在
詰
め
の
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、
何

分
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
走
り
出
し
な
が
ら
も
よ
り
良
い
方
向
に
軌

道
修
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
も
、「
両
校
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
は
25
年
度
を
待
た
ず

に
実
施
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
申
し

合
わ
せ
の
も
と
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
実
は

８
月
に
も
長
井
工
業
高
校
か
ら
「
小
型
特
殊

車
両
の
資
格
を
希
望
す
る
生
徒
が
い
れ
ば
一

緒
に
ど
う
ぞ
」
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
諸
事
情
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
今
回
の
合
同
研
修
会
が
キ
ャ
ン

パ
ス
制
に
関
し
て
の
事
業
第
１
号
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。　

　

来
年
度
も
長
井
工
業
高
校
と
協
力
し
て
、

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
荒

砥
高
校
と
長
井
工
業
高
校
の
両
校
が
今
後
益

々
活
性
化
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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『
高
齢
者
虐
待
』
と
い
う
と
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
よ

う
な
大
き
な
事
件
を
想
像
す
る
か

た
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
が
、

小
さ
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

人
の
安
心
・
安
全
、
人
と
し
て
の

尊
厳
を
お
び
や
か
す
こ
と
は
『
虐

待
』
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

『
高
齢
者
虐
待
』
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。

身
体
的
虐
待

　

身
体
を
傷
つ
け
た
り
、
痛
み
を

与
え
た
り
す
る
こ
と
。
そ
の
ほ
か
、

①
物
を
投
げ
つ
け
た
り
、
刃
物
等

　

の
危
険
物
を
近
づ
け
た
り
す
る

②
本
人
の
利
益
に
な
ら
な
い
こ
と

　

を
強
制
す
る
（
医
師
の
指
導
が

　

な
い
無
理
な
リ
ハ
ビ
リ
、
食
事

　

を
無
理
や
り
口
に
入
れ
る
）

③
高
齢
者
を
外
部
に
接
触
で
き
な

　

い
よ
う
に
す
る
（
ひ
も
で
縛
っ

　

た
り
、
鍵
を
か
け
て
部
屋
か
ら

　

出
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
）

心
理
的
虐
待

　

脅
か
し
や
侮
辱
的
な
言
動
、
威

圧
的
な
態
度
や
、
無
視
等
の
嫌
が

ら
せ
に
よ
り
高
齢
者
に
精
神
的
苦

痛
を
与
え
る
こ
と
。
例
え
ば
、

・
失
敗
を
笑
い
、
言
い
ふ
ら
す

・
侮
辱
的
に
子
供
あ
つ
か
い
す
る

・
ト
イ
レ
に
行
け
る
の
に
行
か
せ

　

ず
、お
む
つ
に
排
泄
さ
せ
る

性
的
虐
待

　

本
人
に
性
的
な
行
為
を
強
要
す

る
こ
と
。
例
え
ば
、

・
排
泄
の
失
敗
を
理
由
に
下
半
身

　

を
裸
に
し
た
ま
ま
に
す
る

・
人
前
で
排
泄
介
助
や
お
む
つ
の

　

交
換
を
す
る

経
済
的
虐
待

　

本
人
の
合
意
な
し
に
財
産
や
金

銭
を
使
用
し
た
り
、
本
人
に
使
わ

せ
な
い
こ
と
。
例
え
ば
、

・
医
療
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必

　

要
な
お
金
を
使
わ
せ
な
い

・
年
金
や
預
貯
金
を
無
断
で
使
用

　

す
る

介
護
の
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

介
護
や
世
話
が
必
要
な
高
齢
者

に
そ
れ
を
し
な
い
こ
と
。
例
え
ば
、

・
入
浴
を
さ
せ
ず
汚
れ
た
ま
ま
で

　

過
ご
さ
せ
る
、
服
が
汚
れ
て
い

　

て
も
着
替
え
さ
せ
な
い

・
水
分
や
食
事
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

　

与
え
な
い

・
本
人
の
周
辺
に
ゴ
ミ
を
放
置
す

　

る
、
冷
暖
房
を
使
わ
せ
な
い

・
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

　

な
状
態
な
の
に
行
か
せ
な
い　

　　
　
　

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　　

『
高
齢
者
虐
待
』
で
は
、
高
齢

者
や
介
護
者
に
そ
の
認
識
が
な
い

こ
と
も
多
く
あ
り
、
介
護
者
が
本

人
の
た
め
を
思
っ
て
行
っ
た
こ
と

が
高
齢
者
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
介
護

者
が
周
囲
の
人
と
交
流
し
話
を
聞

い
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

等
で
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
域
み
ん
な
で
、
高
齢
者
と
家

族
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
86

－

０
１
１
２

「
あ
れ
っ
」
と
思
っ
た
ら

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
物
忘
れ
相
談
」

　

物
忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

心
配
だ
と
い
う
か
た
や
ご
家
族
の

物
忘
れ
で
お
困
り
の
か
た
の
た
め

の
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
来
所
が
大
変
な
か
た
に
は
ご

自
宅
に
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
１
日
（
金
）　

　

午
後
２
時
か
ら
４
時

（
予
約
制
３
名
ま
で
）

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
そ
の
家
族

▼
相
談
医　
　

川　

順　

氏

（　

川
記
念
病
院
院
長
）

▼
申
込
期
限　

２
月
22
日
（
金
）

ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

学
校
体
育
施
設
等
使
用

調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す

　　

平
成
25
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
団
体
の
代
表
の
か
た
は
、

必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

使
用
実
績
の
あ
る
団
体
に
は
す

で
に
周
知
し
て
い
ま
す
が
、
新
規

団
体
に
は
申
請
書
類
な
ど
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
２
月
20
日（
水
）

ま
で
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
使
用
料
は
１
回
５

０
０
円
で
す
（
ス
ポ
少
・
学
校
部

活
は
免
除
）。

▼
い　

 

つ　

２
月
27
日
（
水
）

　
　
　

 　
　

午
後
７
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議

室■
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７
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お詫びと訂正

　広報しらたか１月15日号19㌻「子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診無料クーポン券及び肝炎ウイルス検
査受診券の有効期限が近づいています」の記事中、無料クーポン対象者の記載に誤りがありました。正しく
は下の表のとおりです。
《無料クーポン対象者》
○子宮頸がん検診　　　　　　　　　　　　　　　　　 　○乳がん検診・大腸がん検診・肝炎ウイルス検診

年齢 生　　年　　月　　日 年齢 生　　年　　月　　日
20歳 平成３年４月２日～平成４年４月１日 40歳 昭和46年４月２日～昭和47年４月１日
25歳 昭和61年４月２日～昭和62年４月１日 45歳 昭和41年４月２日～昭和42年４月１日
30歳 昭和56年４月２日～昭和57年４月１日 50歳 昭和36年４月２日～昭和37年４月１日
35歳 昭和51年４月２日～昭和52年４月１日 55歳 昭和31年４月２日～昭和32年４月１日
40歳 昭和46年４月２日～昭和47年４月１日 60歳 昭和26年４月２日～昭和27年４月１日

１月の町長交際費
　平成25年１月に支出され
た町長交際費についてお知
らせします。

■問い合わせ
　総務課　総務係　
☎85－6120

家畜を守るためのお願い
　
　関係者以外のかたが畜産農場 ( 畜舎 ) を訪問する際には、家畜伝染病の予防のために以下の点にご注意く
ださい。
○畜産農場を訪問する際には、所有者のかたに必ずその旨お伝えください。
○畜産農場には「立入記録簿」がありますので忘れずに記入して下さい。
○畜産農場入り口では消毒槽で靴を消毒したり、農場専用の衣服・長靴を
　使用して下さい。
○過去１週間以内に海外への渡航歴があるかたは農場の訪問を控えて下さい。
　
　これらのことは地域の畜産業を守るために大切なことです。ご協力をよ
ろしくお願いします。

※畜産農場に設置されている消毒槽や消石灰散布は家畜伝染病の予防の　
　ために常時設置・散布されているものです。

■問い合わせ　産業振興課　農業振興係　☎85－6127
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▼
い
つ　

２
月
24
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
内
容
（
開
始
時
間
）

○
開
会
行
事
（
午
前
９
時
30
分
）

○
雪
中
宝
さ
が
し
（
午
前
10
時
）

○
お
た
の
し
み
抽
選
会（午

前
10
時
）

○
ミ
ル
ク
バ
ー
（
午
前
10
時
〜
）

○
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
体
験

※
小
学
校
低
学
年

　
　
　
　
　

（
午
前
10
時
30
分
）

○
餅
つ
き
大
会（
午
前
11
時
30
分
）

※
餅
の
ト
レ
ー
（
１
０
０
円
）
を

　

お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

○
お
祭
り
時
間
中
は
リ
フ
ト
料
金

が
無
料
で
す
（
午
後
１
時
よ
り
通

常
料
金
と
な
り
ま
す
）。

○
通
行
の
妨
げ
に
な
る
駐
停
車
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

白
鷹
ス
キ
ー
場
祭
り
実

行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ス
キ
ー
セ

ン
タ
ー
（
☎
87

－

２
４
５
６
）
ま

た
は
ス
キ
ー
場
祭
り
実
行
委
員
長

（
☎
87

－

２
０
１
８
）

▼
い
つ　

２
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

▼
内
容　

①
白
鷹
町
史
（
現
代
編
）
に
つ
い
て

　

町
史
編
さ
ん
室
副
室
長　

　

渋
谷
敏
己
さ
ん

②
白
鷹
町
史
（
現
代
編
）
執
筆
者

と
し
て

　

守
谷
英
一
さ
ん

▼
参
加
料　

無
料

※
研
修
後
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
参
加
希
望
の
か
た
は
２
月

19
日
（
火
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

（
会
費
２
０
０
０
円
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
６

ル
協
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
大
会
ま
で
練
習
日
を
設
け
ま
す

　

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
毎
週
月
・
木
曜
日

　

午
後
８
時
30
分
〜

○
東
中
学
校
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ　

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局　

佐
藤

☎
０
９
０

－

２
８
４
７

－

２
０
３
６

　

年
度
末
は
窓
口
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
。

　

自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）

や
、
名
義
変
更
、
抹
消
等
の
登
録

手
続
き
は
、
お
早
め
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

　

登
録
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等

の
案
内
は
、
山
形
運
輸
支
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
利
用
が
便
利

で
す
。（
書
式
も
取
り
出
せ
ま
す
）

「
山
形
運
輸
支
局
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
（
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
）　

山
形
運
輸
支
局

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
１
３

▼
い
つ　

３
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
種
目　

混
成
（
女
子
２
人
以
上

含
む
）　

４
人
以
上
８
人
以
内

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

２
月
25
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
協
会　

守
谷

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

３
１
５
４

▼
い
つ　

３
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
・
中
学
男
子

・
中
学
女
子
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ

▼
参
加
資
格　

白
鷹
町
に
お
住
ま

い
の
か
た
、
ま
た
は
、
通
勤
通
学

し
て
い
る
学
生
、
社
会
人
の
か
た

▼
試
合
方
法　

原
則
と
し
て
地
区

対
抗
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
い

ま
す
。

　

中
学
の
部
は
、
東
中
学
校
・
西

中
学
校
の
対
抗
と
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切　

２
月
25
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

保
険
料
一
人
２
５

０
円
を
添
え
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

広告



22　

広告

　

病
院
や
福
祉
施
設
で
患
者
さ
ん

達
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
命

や
医
療
、
看
護
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
一
般
の
か
た
に
、

看
護
の
仕
事
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
12
日
（
日
）
〜
18

日
（
土
）
の
期
間
中
、
施
設
実
施

日▼
体
験
で
き
る
施
設　

県
内
の
病

院
、
診
療
所
、
福
祉
施
設
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
（
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
応
募
方
法　

◇
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
高
校
生
以
外
の
か
た
は
、
以
下

　

の
内
容
を
は
が
き
に
明
記
し
申

　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③

性
別
④
年
齢
⑤
職
業
ま
た
は
学
校

名
⑥
電
話
番
号
（
日
中
連
絡
の
と

れ
る
と
こ
ろ
）
⑦
施
設
名
（
第
３

希
望
ま
で
）
⑧
白
衣
サ
イ
ズ
（
Ｓ

・
Ｍ
・
Ｌ
）

▼
申
込
期
間　

２
月
12
日
（
火
）

　
　
　

〜
22
日
（
金
）
ま
で

▼
そ
の
他　

施
設
ご
と
の
定
員
に

よ
り
体
験
施
設
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

山
形
県
看
護
協
会
「
ふ
れ
あ
い
看

護
体
験
」
担
当

〒
９
９
０

－

２
４
７
３　

山
形
市

松
栄
１

－

５

－

45

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３

 

▼
い
つ　

３
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
「
あ
〜
す
」
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
参
加
企
業　

本
社
ま
た
は
就
業

場
所
が
長
井
公
共
職
業
安
定
所
管

内
の
企
業
30
社
程
度 

▼
参
加
料　

無
料 

▼
申
込　

不
要 

▼
履
歴
書　

不
要 

▼
対
象
者　

求
職
者
、
転
職
者 

■
問
い
合
わ
せ　

飯
豊
町
地
域
雇

用
創
造
推
進
協
議
会

☎
０
２
３
８

－

87

－

０
９
７
２　

　

０
２
３
８

－

87

－

０
９
７
３　

e-m
ail　

info@
iide-koyou.org 

U
RL　

http://iide-koyou.org 

　

山
形
県
で
は
、
河
川
管
理
上
支

障
と
な
る
樹
木
を
伐
採
し
て
利
活

用
を
計
っ
て
い
ま
す
。
薪
や
ホ
ダ

木
な
ど
に
利
用
し
た
い
方
に
無
償

提
供
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
詳

細
を
確
認
の
う
え
、
申
し
込
み
下

さ
い
。

　

詳
細
は
、
山
形
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
地
域
情
報
／
置
賜
総
合

支
庁
／
総
合
支
庁
か
ら
の
お
知
ら

せ
）
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

自
ら
提
供
場
所
に
来

て
持
ち
帰
れ
る
個
人
の
か
た

▼
提
供
場
所　

置
賜
野
川
・
上
野

川
橋
下
流
右
岸
広
場
（
長
井
市
平

山
地
内
）

▼
申
込
期
限　

３
月
22
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

西
置
賜
河
川
砂
防
課
維
持
調
査
担
当

☎
88

－

８
２
３
３

　

法
律
問
題
、
多
重
債
務
問
題
、

労
働
問
題
、
就
労
相
談
、
家
庭
問

題
な
ど
、
生
活
に
関
す
る
悩
み
ご

と
、
困
り
ご
と
な
ん
で
も
、
ど
な

た
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
22
日
（
金
）
〜
24

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
方
法　

申
込
不
要
。
当
日
、

電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
あ

ん
し
ん
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た

☎
０
１
２
０

－

39

－

６
０
２
９

　

や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
犯
罪
や
事
故
等
に
遭
わ

れ
た
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
か
た

が
た
の
悩
み
の
軽
減
や
、
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
活
動
員
に
よ
る
相
談
、
及

び
裁
判
所
や
病
院
等
へ
の
つ
き
そ

い
な
ど
の
直
接
支
援
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。
支
援
活
動
を
さ
ら
に

強
化
す
る
た
め
、
支
援
活
動
員
を

募
集
し
ま
す
。

１
．
募
集
す
る
支
援
活
動
員

（
１
）
人
員

　

電
話
相
談
・
直
接
支
援
等
（
年

齢
25
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康

な
か
た
）
10
人

（
２
）
業
務
内
容　

ア　

電
話
相
談

月
２
回
程
度
の
電
話
相
談

※
電
話
相
談
日
は
、
年
末
年
始
・

祝
日
を
除
く
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で

の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

イ　

直
接
支
援

裁
判
所
、
病
院
等
へ
の
つ
き
そ
い

な
ど

※
医
療
・
教
育
・
福
祉
・
司
法
分

野
で
の
経
験
の
あ
る
か
た
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

２
．
募
集
期
間　

３
月
１
日（
金
）

　
　

〜
４
月
15
日
（
月
）

FAX



23　

広告

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
し
ら
た
か
１
月
15
日
号
26

㌻
、
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト
中
、
次
の

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

再
度
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　　

平
成
25
年
４
月
か
ら
「
高
年
齢

者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
主
に
は
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

①
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
き
上

げ②
希
望
者
全
員
を
65
歳
ま
で
継
続

し
て
雇
用
す
る
制
度 

の
導
入

③
定
年
制
度
の
廃
止

※
改
正
の
内
容
、
経
過
措
置
等
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井

☎
０
２
３
８

－

84

－

８
６
０
９　

担
当　

江
川
・
大
段

３
．
応
募
の
方
法
等

○
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
先
に
電

話
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、「
応
募
の
動
機
」
に
つ
い
て

の
小
論
文
と
と
も
に
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
書
類
、
面
接
等
に
よ
る
審
査
を

行
な
っ
て
「
支
援
活
動
員
候
補
者
」

を
選
考
し
、
選
考
結
果
を
文
書
で

通
知
し
ま
す
。

４
．
研
修
の
受
講
・
認
定
等

○
「
支
援
活
動
員
候
補
者
」
に
選

考
さ
れ
ま
す
と
、
支
援
活
動
員
と

し
て
必
要
な
研
修
を
う
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
研
修
を
修
了
し
た
か
た
に
は
、

意
向
を
確
認
し
た
上
で
支
援
活
動

員
に
認
定
し
、
支
援
業
務
に
従
事

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
業
務
に
従

事
し
た
場
合
は
、
少
額
で
す
が
規

定
の
役
務
費
・
交
通
費
を
支
給
し

ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ　

（
公
社
）
や
ま

が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
２

－
３
５
７
１

山
形
市
十
日
町
一
丁
目
６
番
６
号

（
山
形
県
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

▼
い
つ　

３
月
12
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
置
賜
総
合
支

庁
２
階　

講
堂

（
米
沢
市
金
池
７
―
１
―
50
）

▼
内
容　

初
心
者
で
も
簡
単
に
始

め
ら
れ
、
ま
た
、
年
間
を
通
し
て

安
定
し
た
収
穫
量
を
確
保
で
き
る

原
木
き
の
こ
の
栽
培
方
法
等
に
つ

い
て

◇
講
師　

き
の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

斎
藤
良
次 
氏

◇
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
原
木
な
め
こ
の
植
菌
体
験
も
行

い
ま
す
の
で
、
汚
れ
て
も　

よ
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
植
菌
し
た
な
め
こ
原
木

は
、
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

◇
車
で
お
越
し
の
方
は
、
山
形
県

置
賜
総
合
支
庁
の
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

50
人

▼
申
込
締
切　

３
月
８
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
普
及

担
当

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
３

　

０
２
３
８

－

21

－

６
９
４
２

　

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く
り
振
興

会
会
員
が
白
鷹
山
麓
の
畑
で
栽
培

・
収
穫
し
、
手
打
ち
し
た
こ
だ
わ

り
の
蕎
麦
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

▼
い
つ　

３
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　

〜
３
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
茶
屋
（
下
山
）

▼
会
費　
　

１
２
０
０
円

（
前
売
り
券
１
０
０
０
円
）

▼
主
催　

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く

り
振
興
会

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
白
鷹
青
果
物
流
通
セ
ン
タ
ー

☎
85

－

５
１
５
９

FAX



住所　　 氏　　名 年齢
広　野　鈴　木　吉　子　83
荒砥甲　小　関　勝　利　74
山　口　名嘉原　盛　髙　71
荒砥乙　五十嵐　憲　明　51
萩　野　梅　津　きよ子　80
高　玉　佐　藤　　登　　73
箕和田　土　屋　伊兵衛　80
畔　藤　　　原　み　ち　90
十　王　今　野　謙次郎　77
荒砥乙　髙　橋　行　子　79
深　山　羽　田　正　雄　73
萩　野　小　川　孝　一　65
高　岡　長　岡　みち子　91
鮎　貝　松　岡　　博　　76
浅　立　青　木　　誠　　83
十　王　石　澤　　　吉　88

荒砥乙 安孫子 秀人 俐
り

　乃
の

知枝美

畔　藤 衣袋 幸貴 一
いち

　華
か

真琴

荒砥乙 原田
明 侑

ゆう

　和
と

志穂

山　口 木村
正弘 耕

こう

太
た

朗
ろう

由紀

萩　野 海老名 陽介 陽
はる

　登
と

智里

高　玉 児玉
直樹 蒼

そ

　空
ら

恵里香

荒砥乙 熊谷 岳仁 奏
そう

　佑
すけ

由利子

横田尻 中川 裕之 結
ゆい

　人
と

育美

　　氏　　　名　　　 住所

（海老名　清　隆　　滝　野
矢　野　祐　子　　上山市

（鈴　木　寿　季　　萩　野
高　橋　亜砂美　　天童市

（齊　藤　晋太郎　　秋田県
船　山　みずき　　鮎　貝

（鈴　木　忠　宏　　鮎　貝
島　貫　和　子　　米沢市

（木　村　直　樹　　岩手県
荒　井　優　花　　荒砥甲

　ゆめスポしらたか『ＲＯ＊ＫＵ』
　　なでしこサッカースクール　（指導者　中嶋　智一さん）

VOL.38

《男子顔負けのボールの奪いあい》

◆
結
成
は
？

◆
会
員
数
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？

○◆
活
動
の
内
容
を
？

◆
最
後
に
一
言

○☎
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